
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 































































































































 

第３８回 札幌春季水泳競技大会 
【 大会コード番号 № 】 

 

１ 主  催 札幌水泳協会 

２ 主  管 札幌水泳協会競技委員会 

３ 後  援 (一財)札幌市スポーツ協会（予定） 

４ 公  認 (一財)北海道水泳連盟（予定） 

５ 日   時 ５月２５日（日）   開会式 9時 15分  競技開始 9時 30分 

６ 場  所 札幌市平岸プール 【公認（公認番号2612） 25ｍ／8レーン×2アリーナ】 

７ 競技方法 

 (1) 競技は、種目別、男女別に行う。 

 (2) 個人種目の年齢区分は、男女とも 10 歳以下・11 歳～12 歳・13 歳～14 歳・15 歳以上とする。    

リレーも同じ区分で行う。また、リレー種目において区分外のオープン参加を認めるが表彰の対

象外とする。 

 (3) 参加年齢の決定は、大会当日の満年齢とする。 

(4) 個人種目について、以下の種目で予選と決勝を行う。その他の種目はタイムレース決勝とする。 

ただし、参加者が8名以下の種目は予選を行わない。 

10歳以下  50ｍ種目、200ｍ個人メドレー 

11～12歳  50ｍ種目、100ｍ種目 自由形・個人メドレー：200ｍ 

13歳以上  自由形：50ｍ、100ｍ、200ｍ   背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ：100ｍ、200ｍ 

個人メドレー：200ｍ 

(5) 予選およびタイムレース決勝の組み合わせは、各種目とも年齢区分別には行わず、記録の遅い者

から順に組み合わせる。 

 (6) 決勝は、予選結果の上位8名が出場できる。ただし、棄権者が出た時は、次点上位より順次出場

権を与える。（同記録の場合は抽選で優先順位を決定する。） 

８ 競技種目  男女とも同じ。ただし、800ｍ自由形は女子、1500ｍ自由形は男子とする。（単位：ｍ） 

       10歳以下 11歳～12歳 13歳～14歳 15歳以上 

自由形 50・※100・※200   50・100・200 50・100・200・※400・※800・※1500 

背泳ぎ 50・※100    50・100 ※50・100・200 

平泳ぎ   50・※100    50・100 ※50・100・200 

バタフライ   50・※100    50・100 ※50・100・200 

個人メドレー  200 200・※400 

メドレーリレー       ※4×50ｍ ※4×50ｍ・※4×100ｍ 

フリーリレー ※4×50ｍ ※4×50ｍ・※4×100ｍ 

混合メドレーリレー ※4×50ｍ 

混合フリーリレー ※4×50ｍ 

９ 申込規定                                                        ※タイムレース決勝 

 (1) 資  格 

① 2025 年（令和７年）度(公財)日本水泳連盟競技者登録完了者であること。また、所属する     

団体（チーム）も同様に団体登録が完了していること。 

② 競技者はエントリーしたチームに所属していること。他チームからの参加は認めない。 

③ 2024 年 4 月 1 日以降の道水連主催公式競技会、各水泳協会主催公認競技会ならびに     

（一財）北海道水泳連盟に加盟する各水泳協会の認定競技会（チャレンジ大会・札幌市民大会）

及び「（公財）日本水泳連盟の泳力検定」において、別表の参加標準記録 （３級）を突破した
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者は、その種目・距離に限り申込むことができる。 

④ リレー種目については、個人種目出場者で編成すること。 

(2) 方  法 

① Web-SWMSYS 競技会申込み方法により行うこと。 

② クラスコードは以下の通りとする。 

・ 個 人 種 目      10 歳以下＝01、11歳～12歳＝02、13歳～14歳＝03、15歳以上＝04 

・ リレー種目 10歳以下＝05、11歳～12歳＝06、13歳～14歳＝07、15歳以上＝08 

区分外＝09 

 (3) 参 加 料 個人種目１種目 1,100円 リレー種目１種目 3,300円 

 (4) 申込制限 

    ① 個人種目は1人 2種目以内（リレー種目を除く。）とする。 

  ② リレー種目は、１参加登録団体からの参加制限は設けないが、選手が重複することが 

あってはならない。 

 (5) Ｗｅｂ締切日：４月２１日（月）午後２１時 書類締切日：４月２２日（火）午後３時必着。 

  (6) 関係書類については別紙「2025年度競技会参加にあたって」を参照すること。 

10 表  彰  

 (1) 個人種目の各種目1位にメダルを、3位まで賞状を贈る。 

 (2) リレー種目の3位まで賞状を贈る。 

11 そ の 他 

 (1) 本大会期間中に駐車場を利用する場合は、駐車許可証を必要とする。参加登録団体には参加     

申込後に駐車許可証を郵送する。（許可証は１団体１枚） 

 (2) 各参加団体は、競技役員（有資格者）を１名派遣すること。参加選手数が30名をこえる場合はも 

う 1名派遣すること。ただし、その場合は無資格者でも構わないが派遣できない場合は競技会 

運営負担金として5000円を納入すること。 

12 競技順序 参加人数により、同時競技を行う場合がある。 

          

  1. 男・女  200m個人メドレー   予   選 

   2. 女 子  800m自由形    ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

   3. 男 子  1500m自由形     〃 

   4. 男・女   50m自由形     予   選 

   5. 男・女  200m自由形  予選/ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

   6． 男・女     50m平泳ぎ       〃 

   7. 男・女  200m平泳ぎ     予   選 

   8． 男・女     50mバタフライ     予選/ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

   9. 男・女   200mバタフライ        予   選 

  10． 男・女     50m背泳ぎ  予選/ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

  11. 男・女  200m背泳ぎ     予   選 

  12． 男・女・混合  4×50ｍメドレーリレー  ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

   13． 男・女   4×100ｍメドレーリレー    〃 

  14.  男・女    400m個人メドレー     ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

  15. 男・女   400m自由形      〃 

  16. 男・女    100m自由形 予選/ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

  17. 男・女   100m平泳ぎ     〃 

  18. 男・女    100mバタフライ        〃 

  19. 男・女   100m背泳ぎ     〃 

 

20. 男・女・混合   4×50ｍフリーリレー ﾀｲﾑﾚｰｽ決勝 

21. 男・女 4×100ｍフリーリレー     〃 

22. 男・女   50m自由形     決   勝 

23.  男・女    50m平泳ぎ       〃 

24.  男・女    50mバタフライ         〃 

25.  男・女    50m背泳ぎ       〃 

26.  男・女  200m自由形       〃 

27.  男・女   200m平泳ぎ       〃 

   28. 男・女   200mバタフライ         〃 

29.  男・女   200m背泳ぎ       〃 

30. 男・女  200m個人メドレー             〃 

31. 男・女   100m自由形       〃 

32. 男・女   100m平泳ぎ       〃 

33. 男・女   100mバタフライ          〃 

34． 男・女   100m背泳ぎ       〃 
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ドーピングって、なに？ 

なんでいけないの？ 
 

 

ドーピングとはフェアプレーの精神に反し

て、競技における運動能力の向上を目的として

禁止物質を使用したり物理的な方法を用いた

りすることです。また、チームスタッフ等が禁

止物質の使用を企てたり支援したりする行為

もドーピングの一種とされています。 

 スポーツの価値の根幹にはフェアプレーが

あり、それを尊守する姿勢をスポーツマンシッ

プと呼んで称賛します。スポーツに参加する選

手全員がフェアプレーをすることによっては

じめて勝敗の意味が生まれ、勝者と敗者がとも

に相手を讃え合う気持ちが湧いてきます。スポ

ーツの価値として、日本アンチ・ドーピング規

程（公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構）

には以下のようなものが列記されています。 

・倫理観、フェアプレーと誠意  

・健康  

・卓越した競技能力  

・人格と教育  

・楽しみと喜び  

・チームワーク  

・献身と真摯な取り組み  

・規則・法を尊重する姿勢  

・自分自身とその他の参加者を尊重する姿勢  

・勇気  

・共同体意識と連帯意識 

 このような素晴らしい価値をもつスポーツ

活動はすべてフェアプレーの上に成り立って

おり、フェアプレーの精神に反するドーピング

行為は禁止されています。

 

 

 ドーピングが禁止される理由はもう１つあ

り、それは身体的な健康被害です。ドーピング

で禁止している物質の多くは競技力向上と引

き換えに健康を害します。せっかくスポーツを

とおして健康なからだ、健康な精神を培ってき

たのに、ドーピングによって両者ともはかなく

崩れ去ってしまうのです。 

 ドーピングが禁止されているのは、一部のト

ップアスリートだけではないのです。小学生だ

って中学生だって、趣味として活動している中

高年のスポーツ愛好家だって、「ずるいこと」を

して試合に勝っても、すがすがしい達成感は生

まれません。 

 さあ、これを読んだあなたがスポーツの価値

を高めていく主役なのです。スポーツ活動をと

おして、自分とスポーツを取り囲む文化を磨き

上げていきましょう。

 

日本水泳連盟編集・発刊『水泳選手のためのアンチ・ドーピングのい・ろ・は』 

（2015年）、p10より引用。 
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練 習 １ ０ 則 

 

第 １ 則 まず正しいトレーニングによって体を作れ。体を作ることを忘れて、いた

ずらに技巧の練習を努めても決してタイムは上らない。 

第 ２ 則 体と泳ぎとを作ることを目的とする基礎練習と、レース前の調子を作るこ

とを目的とする練習とを混合してはならぬ。レース前になって、むやみに

タイムばかりをとるような練習は最も悪い練習である。肉体的にも、精神

的にも、いたずらに精力を消耗するだけのことである。 

第 ３ 則 むやみに力泳するよりは、水に乗る調子を体得することが何より大切であ

る。 

第 ４ 則 スタートとターニングの練習は、泳ぎそのものの練習より大事だと思わな

ければならない。 

第 ５ 則 一つ一つのストロークを失敗しないように泳ぐことが、最も良いタイムを

得る方法である。 

第 ６ 則 レース前の練習に当たっては、毎夕毎朝、体重を測れ。もし朝の計量にお

いて体重の回復が十分でないことを発見したならば、練習の分量を減らさ

なければならない。 

第 ７ 則 スランプは精神よりむしろ体力の欠陥に原因しているとおもわねばなら

ぬ。いたずらにあせるより、思い切って、２・３日練習を休む方がよろし

い。 

第 ８ 則 レースまぎわに体を休ませるつもりで力泳をひかえることは非常に危険

である。体を休ませるために練習量を減らしたければ、力泳をせしめつつ、

その分量を減らすようにせねばならなぬ。休ませるつもりでフラフラ泳が

せると体調がこわれてしまう。 

第 ９ 則 あがるくせのある選手にいくら精神訓話を与えても、何もならない。いか

なる場合にも体を柔らかくして、水に乗って泳げるように徹底的に練習さ

せ、くせづけてしまうことが何より大切である。 

第 10 則 良き練習は良きコーチによってのみ行われ得る。しかしコーチのみに頼っ

て自ら工夫することなき選手は上達しない。 

日本水上競技連盟会長 末弘 巌太郎 

 

(昭和14年機関誌｢水泳第64号｣に掲載) 

 

 この「練習10則」は、初代会長末弘巌太郎氏が、選手諸君に残した遺訓である。「温故知

新」今日でも、我々の参考になる点も、多いと思いますので、ここに掲載いたします。 
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